
 

 

 

  

引き続き守大助さんへ激励の私信を!! 

宛先は以下のとおりです。多くの方からの激励をお願いします。なお、

秋に予定している千葉刑務所での面会の条件としても、大助さん宛の私信

送付が必要です。 

〒264-8585 千葉県若葉区貝塚町 192 

 守  大 助 様    
 

 再審無罪の実現に尽力します 
検察は社会正義を実現するためにあ

ると思っていました。疑わしきは罰せ

ずと教わりました。これまでの私の理

解はすべて間違っていたようです。 

記憶に新しいところでは布川事件。

無罪の証拠を握りながら検察は隠して

いました。そして桜井さん、杉山さん

という二人の人間を犯罪者に仕立てあ

げてしまいました。二人の人間から人

生の大半を奪ってしまいました。思い

込みで人を犯罪者と断定し、その事実

にそう筋書きを作り上げる、旧態然と

したことがいまだに行われている  

ことに愕然とします。結果、本来国民

を守るために、社会正義の番人である

べき公権力が国民を犯罪者に仕立てあ

げてしまったのです。  

数年前まで外科医として働いていま

した。当然守さんが使用したとされる

筋弛緩剤、マスキュラックスの使用経

験も豊富にあります。これまでの経験

から、点滴に混ぜたとしても相当なス

ピードで注入しなければ効果は得られ

ないだろうということは、使用経験の

ある医師ならだれでも容易に想像でき

ます。 

密室の中での脅迫的な取り調べ、思

い込みでの捜査、犯人を想定しての筋

書きづくりで、本来事実に立脚し、正

義を貫かねばならない公権力が罪のな

い国民を犯罪人に仕立てあげることは

絶対にあってはならないことです。守

さんを救うために僅かでも役に立てる

ように尽力したいと思います。 

「守さん支援茨城の会」代表世話人 

山川 文男（医師） 

仙台・北陵クリニック筋弛緩剤冤罪事件 
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夏季カンパのお願い・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
例年より早い梅雨あけと同時に夏本番となりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

守大助さんを支援する茨城の会は、本年２月に全国３４番目の支援する会として結成さ

れました。結成後は、２ヶ月に一度の水戸駅頭宣伝、ニュース発行、３月２０日に仙台で

行われた全国連絡会結成１周年記念集会に代表を送り出すなどの活動を行ってまいりまし

た。現在の会員数は個人会員９４名と２団体となっています。 

会の財政は、会員拡大を基本としながら、会費を集めて運営するものと思いますが、現

状では不足しております。一方で、今月２７日にも「大学習会」が計画されているなど運

動を止めるわけには行きません。そこで大変心苦しいのですが会員の皆様に夏季カンパを

お願いしたく振込用紙を同封させていただきました。可能な範囲で結構ですので皆さまの

ご協力をお願い申し上げます。 
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第５回三者協議で、 

検察が病態論（池田意見書）

での反論を提出 
６月１９日の午後から裁判所、検察、弁護

団との三者協議が行われた。その経過を阿部

弁護士から２０日全国連絡事務局会議で説明

されました。 

池田意見書（弁護側）の概要はＡ子さんに

見られた複視（二重に見える）、手足の動き、

徐脈及び心停止等の見られた各病状は、①マ

スキュラックス投与（１）の効果では説明で

きないが酸素不足が急性脳症（低酸素脳症）

であれば説明が可能です。そして、②複視、

構音障害（ろれつが回らない）の各病状はミ

トコンドリア病メラス（２）であれば説明が

可能である。③橋本証人（３）（検察側）が見

落としていた高乳酸血症、左側難聴及び肥大

型心筋症の所見がＡ子さんに見られたことで

ミトコンドリア病メラスと診断できる。 

検察は池田意見書に対して刑事訴訟法４３

５条６号※所定の証拠に該当しない＝再審の

条件。その根拠とする①池田意見書の新規性。

②明白性。特にＡ子さんの病状に資料（北陵

クリニックと仙台市立病院のカルテ、検察証

人や弁護団証人の証言、など）は確定審で判

断されたものであることを主に反論をしてい

ます。 

弁護団は検察意見書について①池田意見書

「マスキュラックス中毒否定書論」について

何も述べていない、反論もしていない。②池

田意見のメラス論に対する批判は、批判の実

質を有していない。③ミトコンドリア病につ

いての診断は「疑い例」ではなく「確実例」

に該当するもの。④本件の論点とは関係なく

問題をすり替えようとしている等々。弁護団

は強く反論しています。 

次回は８月２日に６回目の三者協議を予

定。弁護団の反論と事実調べなどについても

検討したいと述べています。 

用語の解説 

【※再審できる判決、再審の理由。有罪の

言い渡しを受けた者に対しての無罪若しくは

免訴を言い渡し、刑の言い渡しを受けた者に

対して刑の免除を言い渡し、又は原判決にお

いて認めた罪より軽い罪を認めるべき明らか

な証拠をあらたに発見したとき。】 

 

【(1)筋弛緩剤ベクロニウム＝商品名マスキュラックス】 

【(2)メラス MELAS とはミトコンドリア脳筋症・乳酸ア

シドーシス・脳卒中様症候群の略称】 

【(3)大助さんの確定審での有罪の決め手となった証人】 

毎年恒例の花火大会交流会を今年も水戸翔事務所屋上 

にて行います。 

夜空に咲く大輪の花を眺めつつ，みんなで食べて飲んで 

楽しくにぎやかに交流をしましょう！ 

初参加の方も大歓迎です♪ぜひぜひご参加下さい(^_^) 

２０１３年８月２日（金）午後６時３０分～ 

会費：１,０００円 
 

○母親大会で宣伝，署名活動○ 
６月２３日(日)第５３回茨城県母親大会が

守谷市の県立守谷高等学校で開かれました。 

「守大助さんを支援する茨城の会」は気仙沼

直送復興支援物資販売と署名活動に取り組み

ました。 

守谷市は全国３番目に住みやすい街とのこ

と，若い子どもづれの夫婦参加者が多くビッ

クリしました。全体会議での落合恵子さんの

話は聞けなくて残念でした。天候も暑くなく

心地良い１日でした。 

物販販売では「気仙沼一番カツオのふりか

け」だけが売れ残りましたが，あとは完売で

した。布川国賠署名は８２筆，守大助さんの

再審署名は６４筆集まりました。 

５人の参加者，大変ご苦労さまでした。 

「守大助さんを支援する茨城の会」 

事務局次長 鈴木 謙治 

医療関係者で初の学習会 
 

去る６月１２日（水），民医労（民主医療機

関労働組合）の執行委員会でお時間をいただ

き，ミニ学習会を開くことができました。城

南病院の看護師さんたちを中心に１０数名の

方が参加し，大変お忙しい中を山川文男院長

先生（茨城の会代表世話人）もかけつけてい

ただきました。 

支援する会からは，鈴木さん，桜井さん，

宇野さん，金子さん，大名の５名でおじゃま

し，３０分との約束で，事件の概要，なぜ冤

罪と言えるのか等々懸命に訴えてきました。

約束の時間を超えて１時間近くに及んだので

すが，最後まで熱心に聞いていただきました。 

こちらからはみんなで補い合って話をしま

した。いざ説明しようとすると，いかに理解

が中途半端だったか実感させられました。 

今回は筋弛緩剤を実際に見て使っている人

たちですので，理解が早く，とりわけ患者の

病態が急変する様子については，身を乗り出

さんばかりでした。ご自身の手術で使用して

おられた山川先生も，筋弛緩剤の薬効と矛盾

する病状変化に驚いておられました。最後に

「筋弛緩剤の管理は一体どうなっていたの

か」との質問があり，本来誰にどれだけ使っ

たのか細かく管理されてなければならないも

のであることが説明され，今更ながら北陵ク

リニックの杜撰な管理が招いた冤罪であるこ

とを痛感しました。次回は７月２７日の学習

会にご参加頂くことをお願いして，初オルグ

を終えました。 

事務局では引き続いて，県内の医療関係の

労働組合に学習会のセットをお願いする事と

し，現在茨城県医労連宛にお願いの文書を送

付したところです。                                    

「守大助さんを支援する茨城の会」 

事務局長 大名章文 


